
農福連携

教育機関との連携

農業

障害者に対する差別や偏見をなくすため、地域の小学校と連

携し農業体験を通じた多様性教育に取り組んでいる。

農福連携に取り組む地域の事業者とコラボ商品の開発、障害

のある社員の交流など、新しい農福連携を実践している。

イチゴ生産の作業特性に知的障害者の特性が合うと考え、令

和４年からイチゴ生産を事業化。令和６年現在、152名の障害

者を雇用。

地域の小学校交流事業における体験参加児童数は244人（令和

５年度）。教育面において地域に貢献するとともに、障害者

雇用に対する理解促進につながっている。

コミュニティ・地産地消部門

廃棄イチゴ対策加工品
「Jam the Berry」

小学生による定植体験

農福連携商品
「贅沢バウム ウイングいちご」

東海農政局選定

５ 中電ウイング株式会社 いちご事業部 （岐阜県可児市）


